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小児におけるベクロニウムの呼吸と末梢骨格筋

に対する筋弛緩効果発現差の検討

ペクロニウムは，非脱分極性筋弛緩薬のなかでも特に

作用発現が早く，その持続時間は短い．しかも自律神経

系や循環系への影響が少なく，成人の承ならず幼小児に

も安全に使用可能である')．一般に，非脱分極性筋弛緩

薬の筋弛緩作用は，末梢骨格筋に比べて呼吸筋の方が

弱く，respiratorysparingefIbctとしてよく知られてい

る2,3)．しかし，ペクロニウムは，同じステロイド核を

有し，その分子構造の似ているパンクロニウムとは，呼

吸筋と末梢骨格筋とに対する効果が異なり，成人におい

て呼吸筋に対する抑制効果の発現が，thumbtwitchres‐

ponse（以下ＴＲと略す）消失より早いことが報告され

ている4'5)．今回，著者らは，幼小児にペクロニウムを

投与し，呼吸筋と末梢骨格筋の効果発現の時間的推移を

観察し，検討を加えた．

対象と方法

全身麻酔下に内斜視などの眼科の小手術が予定された

幼小児12例（男女各６例，年齢２～11歳；平均4.5歳，

体重９～35ｋｇ；平均１６kg）を対象とした．糖尿病，末

梢神経および筋疾患を有する患者は除外した．前投薬

は，手術室入室約１時間前に硫酸アトロピン0.01～

0.007ｍｇ/k9,セコバルピタール３～６ｍｇ/kｇを筋注し

た．麻酔は笑気-酸素-ハロセン（以下ＧＯＦと略す）で

導入，就眠後手背または足背に静脈路を確保し，術中輸

液およびペクロニウムの投与路とした．その後麻酔は

ＧＯＦマスクで，自発呼吸の抑制が生じない程度の吸入

ハロセン濃度（0.5ＭＡＣ前後）で維持した．ペクロニ

ウムは６例に0.05ｍｇ/k９（Ａ群)，他の６例に０．１ｍｇ／

k９（Ｂ群）を静脈路より緩徐に投与した．なお，ペクロ

ニウム投与後も無呼吸となるまで強制換気はせず，自発

呼吸のままとした．

末梢骨格筋の筋弛緩程度は，DATEX社製ＲＥLAX‐

OGRAPHを用い，前腕尺骨神経の電極より経皮的に最

大上電気刺激を与え，小指球よりのＴＲを10秒間隔で

測定，評価した．一方，呼吸筋の評価は，麻酔導入に使

用しているマスクにWrightレスピロメータを装着して，

自発呼吸での１回換気量の変化として捉えた．なお，低

換気とは，ＧＯＦマスク麻酔維持下での１回換気量が，

ペクロニウム投与後に半分以下に減少する状態とした．

得られた測定値は，統計学的処理を行い，値は平均値と

標準偏差で表示し，Student-ttestにより５％以下の危

険率をもって有意差があるとした．

結果

Ａ，Ｂ両群間で，性，年齢，体重に有意差を認めなか

った．

ペクロニウム投与後のＴＲおよび呼吸抑制発現の時

間的推移について検討した．Ａ，Ｂ両群とも，train-of

fbur（以下ＴＯＦと略す）ｆＭｅ現象の発現およびＴＲ

の減少とともに呼吸抑制が発現し，またＴＲが消失する

以前に無呼吸となった．ペクロニウム投与後の低換気お

よび無呼吸の発現時間は，Ａ群ではそれぞれ平均62秒，

85秒，Ｂ群では平均４１秒，５３秒と，投与量の多いＢ群

ではＡ群に比べてどちらも有意に短縮した（表)．

次に低換気および無呼吸の発現時間とＴＲ抑制程度

との関係を検討した．両群ともＴＲが対照の８０～90％

になった時点で低換気となり，さらにＴＲが対照の４０

～60％に抑制程度が進行すると無呼吸が発現した（表)．

ペクロニウム投与量の多いＢ群の方が，低いＴＲ抑制

程度の時点で呼吸抑制発現傾向を認めたが，統計学的に

差はなかった．

考察

成人で非脱分極性弛緩薬投与後の呼吸筋と末梢骨格筋

との関係を検討した報告は多く認められる．Ａｌｉら6)は，

ＴＲを記録し，無麻酔，気管内非挿管下にパンクロニウ

ム投与後の呼吸機能に検討を加え，ＴＯＦｒａｔｉｏ６０％台

になると１回換気量は不変であるが，肺活量や吸気力は

低下すると報告している．著者ら7)も，酸素-笑気麻酔下

でＴＯＦｒａｔｉｏ３０％未満で１回換気量の低下が出現する

ことを確認している．これらの報告はいずれも筋弛緩薬

投与後の回復過程で検討されたものであり，筋弛緩効果

790 臨床麻酔Ｖ⑥1.12／Ｎｏ．６（1988イ）






	cover
	2012年11月27日10時38分53秒
	2012年11月27日10時41分13秒
	2012年11月27日10時42分55秒

